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1 )ヨ 7日〈日)10:00"-'林宅で 2010年度総会を行いました。参加者

詰 7名でした。昨年慶活動報告、昨年葉会計報告、今年度活動計画な

ど言語しあいました。

昨年度は砥部七折れの梅まつり、有馬朗人民の子規塾参加、補先生

に案内していただいての食場の多種多様な捧の庭、下伊台の西法寺の

有名な薄墨桜、東野のfS松山藩主久松邸あとの原還の捧などの観葉、

インドネシア人主婦の出会い塾、一草握、東申塵見学、深く詑鰭に刻

み込まれた中島行き、日ごろ市行政に対して感じていることを持ち寄

っての夜の麗談会など多彩な活動ができました。補先生を臨んでの重

信)11観察会は先生の奥様のご病気で実詣できませんでしたが、今後侍

か)3!Jな方法で(伊jえば蝶カレンダーの作成など〉活動ができれ誌と患

います。会計報告は下の方をご覧ください。出会い撃の講師インドネ

シア人主鶏ヲリスさんにお護しした講師料は、そのまま会にカンパと

して戻ってきてしまいました。ヲリスさんとはこれからも一緒に何か

できればと患います。

今年度の活動としては、活動会員の一人が、お宅を新築、第 2子出

産ということで、環境iこ配議したというお宅の拝見と出産祝いにうか

がおうということになり、さっそく 2月のご都合を伺うことになちま

した。 3月は酉条の吉いお雛模を見に行くことになちました。

総会の途中で、昨年末発行の会報でもお知らせした、現在東京在住

の我らが仲間ヒラさんが、お嬢さんの成人式参加に付探ったため何と

和鰻姿で現れました。とてもよく飯合っていました。そこで参加者全

員と一緒に記念撮影ということに相成りました。そのままいてくれる

のかと患いきや、東j草市に多くの友達、知人を持つヒラさんは引っ張

りだこでまたほかの人に会うために出かけてしまいました。総会の後、

新年会は持ち寄ワパーティーでしたが、ここには会員以外のヒラさん

のお友達も参加して大いににぎわいました。ヒラさんのおかげで、知

人の輪が一変iこ広がちました。もちろん、ヒラさんはその後再び現れ

てくれたので、時開の許す入試夕方まで留まり iS交を議めました。
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2月23日〈大)井戸撞鰻り鵠号 f二霞自のお産jを投事事して下さった$さ

んのお宅をメンパ-7名で訪問しました。 sさんのご主人こだわ号のエコ住

宅を拝見し、 T君や誕生した誌や』こも会えて棄しい時間を融ごしました。

日時出発。お宅訪捕の酪に費鰻県霊童にこだわったランチ詰普鶴めてのお躍

だったのですが〈チェーン諸に時行ったことありましたが〉とても美味しく

大溝提。日時30分頃入臨したのですが、すでに多く (]J賠が埋まっていて出賠

した12時30分すぎ頃に拡超講員。不景気拡ど締拠吹く顧といった感じでした。

この日、天気も長く気轟が20境近くまで上昇し汗ばむ抵どでした。 sさん

のお宅には前東の時賜よ号車.く着き過ぎたので、近くを散策することに。ご

近所iこ誌、以前、主人には出会い整でc1開?年5月にインカの遺鱗豊穣した

お話を監事かせていただきました〉翼離にも(1994年 2月に合静静化轄のお話

を離かせていただきました〉お世話に主主ったNさんむお宅があり、突然でiま

ありましたが、ご接欝だけでもとお声を欝げたにもかかわらず、興離は不在

でしたが快くお宅に鵠き入れていただきました。木材巷ふんだんに盤い吹き

抜けのリピングに誌薪ストーブ、ー殺事長のテーブル、シンプルで暖かえま雰臣覇

気のお~，まとても素離でした母

麓たちに趨え§れsさん宰へa 玄関BニチャイムでiまえEく昔壊かしいハンド

ベルが撞いてありました。玄関から自燕光をふんだん拡取り込み、自鰭*の

〈使われている杉@輯@構の 80%誌重重量嚢農産輔〉自然な告さ』こよってとて

も興るく感むます。ダイナミッ夕立本鑑みの吹き綾号、誌とんど仕窃静的立

い伸rJやかえEー構スペース、二轄の襲撃下方、ら位一輔が見麓せ、その足元には

本が鞍輸してあります。私にとって頼めて自にする空関です。

E岳黙の力安寧i揮して、快適な空関を生み出す rOMソーラーの家J1 

お構りしたり関ソーラー協会の資料によると、冬場は太醸母蕪で蓄量められ

た空気を立ち下がちダクトで掠下に選。→時下空気膳にある畜棄事コンクリー

ト華麗め〈味方電量まる〉→畜熱した賎暫の空気はゆっく暫掠吹き出し口語、品

室内へ掠れ出す〈室内が轟まる)ことで護老面所やトイレも家全体が暖かい母

留守中でも日がな一時ずっと轟めていても太髄エネルギーだから光熱費の心

寵拡無用です。夏場は冬に球下記送与込んでいた熱をタれこ排気し、騒騒Bここ
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もる熱を除去し天井面の断熱を高めることによって、屋根面からの輯射熱を

遮り、通風で諒を得ます。この熱の循環によって f春や秩のような、ホドの

いい室内気候Jが生まれる。そのためには、家の温環境のベース(基礎〉を

をかたちづくる①集熱@畜熱@断熱・気密の三要素を講たした建物である必

要がある。リビングには薪ストープが設置されていて煙突の熱も利用し暖か

さをプラス。市内よりは高地にあり寒いのでしょう、ご近所でも煙突のある

お宅が多く見られました。二重ガラスサッシで断熱、化学物質の心配のない

快適なお宅で、五か月の坊やKちゃんもスタスク育っています。

ご主人が出張の問、群馬からお友達が生活の手助けに来られていて、いい

お友達に恵まれて幸せだなあと感じました。お兄ちゃんを幼稚園までお迎え

に行ってくれ、 4月から小学生になるT君と約三年轟りの対面。お兄ちゃん

プリもすっかり板に付きクャニーズ系の男子に成長。最初轟ずかしがってい

ましたが、リビングに設置されている霊り棒をアッという聞に登り、二階の

露下の隅っこにチョコンと盛りサッと滑り降りて私たちを驚かせます。幼稚

園の事・好きな事などしっかりとした言葉でいろいろ話してくれました。

こだわりのお宅訪問を重視しなければならなかったのですが、子供達の可

愛きと久し振りに会う sさんとの四方山話に楽しい一時をすごし、お宅を後

にしました。 A. M 
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欝象車嚢援思議鰻主運懇意立璽墾欝詩興費重

日 時 3月 2毘午前9時 30分出発。 午後 2時滞宅。

参加人数 5名

呂的 色々なお雛様を見る。

野う廷に恵まれた自になりました。この時期に毎年、お雛様の麗示企蕗があ

る愛媛畏芸館の古い時代のお雛様や機々者種類のお雛壌を見学しました。震

示のある愛媛毘芸館は、招和 42年に、東予民主芸舘として開館され、 10年後

に、愛媛民芸館と改称されました。

畏芸という雷葉の由来を調べると、大正 15年境、当時は高髄な観費用の

工芸品にこそ儲鐘があるという時代でしたが、梯宗悦らは、名もなき職人の

手から生み出された田常の生活道具のことを民芸(毘衆的工芸〉と名付け、華

美な装飾を擁した観賞馬の高儲な美術品に負けない美しさがあると唱え、美

は生活の中にあると語りました。手仕事の美しさを生活に散り入れ、心豊か

な生活を実践することを自的とした民芸運動の始まりです。愛媛民芸館は、

全国に 33協会がある内のひとつであり、四冨では唯一となります。

二階に農示されたお雛様を見て、特別高価なお雛撲という印象ではなく、

良穀や紙を能ったお雛さまの麗示があ号、民芸館という名前の由来からの展

承物だということが理解できました。家躍に飾るようなお雛摸もあり、お雛

様とお内裏壊を飾る{立置が地域によって異なることもわかちました。ただ、

調べると、単に東と茜ということではなく、京都の古いお雛樺の豊信号方が、

一般的な関東式(向かつて左がお内裏様)と間じ飾り方でしたので、単に東

と蕗で異なるとか、これが正しい飾り方だとは言えないと患いました。お雛

様のお顔i土、設が締い京顔と関東のお雛様の現代風なものとの違いの話題も

出ました。

残念だ、ったのは、野田天神雛が飾られていたのですが、松山市という表示

でした。職員の方が松山でなく東護市の野呂地区だということをご存じじゃ

ないのだと患い需いましたが、もっと残念な答えが返ってきました。松山と

いっても、少し前まで、重積雪了だったところですと。松出地域という大きな

くくりで表示していますという正当なお返事でした。ですが、ここで、ああ
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そうですか、と答えることが残念で、野田は東糧市ですよねと言いました。

再訪時に、野田天神雛が東温子告として表示されていればいいと期待します。

一階に下りると、砥部焼の素晴らしいものがありました。自地にブノレーが

砥部;境の定番ですが、そこには、あまち見たことのない色使いの作品があり

ました。とても、きれいでした。抵部壌が、最近、パリに作品を売り出した

と関きましたが、ここの色合いのものだと、もっと、パジっ子にも好まれる

のになあと素人ながら感じられました。

畏芸館の隣;こ、郷土博物舘がありました。まあ、ついでに、と患って入館

しましたが、ここで、秋山真之の自筆の書を見ました。友人の鈴木秀次に贈

ったものだそうです。迫力のある書でした。後の書はあまり残っているもの

がなく、大変費量なものだと開きました。

また、坂本竜馬のいろは丸事件の紀州藩額Hの費住者だった三浦安〈みうら

やすし〉は、西条出身だということがわかりました。西条市は江戸時代に能

川家ゆかりの紀州藩の支藩となった経緯があり、紀州藩に取号たてられてい

たようです。三j曹はいろは丸事件の処理で、権援勝代表の竜馬と交捗した結

果、海援陵の嘘を見抜けず、多額の賠積金を支払わせられた史実があちます。

後iこ、竜馬の暗殺は、紀州藩が企てたとされ、三請は謀議隊土に狙われ、天

満塁事件で顔面を負傷しますが、新撰艇の護番号によ号、命にかかわることに

はなりませんでした。戊辰戦争では、捕縛されますが、のちに、釈放されて

明治政府に出仕し、第 13代東京都知事、富中顧問宮を璽f去し、明治初年に

死去。幕末を生き抜いた設は 81議まで喜本の留の変還をみました。

くして設された竜馬と天寿まで生き抜いた三滞。開じ時代を生きるはず

だった二人。三滞安が、竜馬暗殺の首謀者だったのかどうか気になるところ

です。

開会の当初の喜的;土、民芸館のお雛撲を見ることでしたが、郷土静物館に

も、費重金資料が散々ありました。 NHKで放送中の抜本竜馬に額保する三

浦安については、全く知りませんでしたし、数少ない秋山真之の富筆書を見

たことも貴重な搾験でした。

今後の大再ドラマで、いろは丸事件や三瀦安〈休太部〉が、どういう撞かれ

をするのか、とても楽しみです。(1¥;1 T) 
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=f~建議

先田 p 怠子が 3年 7ヶ月の幼稚富生活を経え，卒量霊式を迎えました。

女子きな歌をたくさん歌って，年中や年少の子どもたちゃ先生方からも

軟で送られた式でした。

思い返せif，いろんなことがありました。行きたくないと泣いたこ

ともあちました。でも，いつも子どもが真ん中にいると感じられた圏

生活でした。

息子は，不窓期の仕事を持つ私の暮らしに合わせて 1藤 8ヶ月の

頃から{呆育菌の一時預かりに逓 2-3陪通い始めました。そして工

経った頃9 行きたくないと泣いて抵抗するようになちました。

泣く理由iこ心当たりはありました。どうしたものかと髄んでいた，

ちょうどその噴 3識の春から入麗するつもりで見学iこ行ったのが今

の幼稚園でした。

見学の時の忘れられない出来事があります。息子が，近くにあった

下駄籍に登ち，「どうだ¥こんな悪いことしてるぞ。さあ，叱るんだろ

う」という顔で，案内してくださっていた先生の顔を見たのです。初

めて見る挑戦的な表構にドキヲとしました。ところが先生は r高いと

ころに登れて，すごいね~J を笑顔で応じてくださったのです。怠子

の表構はばあっと明るくなりました。

きっと保育麗で辻叱られていたのでしょう。テーブルでも，電車の

手すりでも 9 登れるものにはなんでも登る息子です。それをとめられ

て，援の中の「患然j が育つ方向を見失い9 泣いていたに違いありま

せん。翌春に入顕する予定を変更して，さっそく翌月から溝三競売の

クラスに入麗することに決めました。

もちろん3 入園の決め手になったの法それだけではありません。鱗

瓶がないこと p 毎Eお弁当であることも大きな理由でした。特iこ，洋

騒を選ぶことはき分をbかるための第一歩という患いが私にiまありま
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したしp 何よりも，体の動かし方を学ぶ幼児期に制服は望ましくない

と感じていましたから，体操較も含め，決められたものがなかったの

はうれしいことでした。

そうして急に始まった幼稚麗生活でしたが，その後も子どもが真ん

中ということを実感する場揺がたくさんあちました。

例え;ま，廷もと O 関嘉では9 華!もをはいている子がいます。サンダノレ

壌きの子がいます。草履の子もいます。課足の子もいます。室内では，

上壌きをはいている子がいます。靴下の子がいます。や;まり裸足の子

もいますc 女子きなようにいて長いのです。

絵も富由です。播きたい子は播き，播きたくない子は違う遊びをし

ていていいのです。措くテーマもあ号ませんG 母の自のお母さんの顔

とか，節分の鬼とかp そんなものiまありません。描きたいものを自患

に措くだけです。お捨で， f可を播いたのか，どちらが上かもわからな

い絵ばかち 時には本人も忘れています。

運動会はありますが?練習はあちません。秋になると，毎毘が運動

会になるのです。 f今日は運動会ゃったj r今告も運動会ゃったんよj

というわけです。毎臼，運動会遊び(?)をしているうちに，本当の

運動会〈菌では「おうちの人が来る運動会j と呼ばれています〉がで

きるようになります。そして，決められた体操騒がないのですから 9

みん記普段着です。スカートの女の子もいます。かわいいワンピース

もオッケーです。

ところで?年長になると運動会でリレーをします。全員委主加です。

息子の持法4チームでした。でも，最初から 4チームだったわけで、は

あ号ません。毎告が運動会になると， r去年の大きい組さんはジレーし

とったよねJrはちまきして，バトン使っとったねj と話し始めるよう

です。「それじゃあ，やってみよう Jということで，子どもたちはハチ

マキを巻いて走ります。好きな子とチームを作ったり，一人で得周も
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走ったり。何度か走っているうちに，各チームの人数を同じにしなく

ちゃ不公平だ，一人では疲れてしまうと気づきます。するとようやく

子どもたちは， r各チームを同じ人数にするjというリレーのルールを

見つけて，本来あるべき姿のリレーになるというわけです。

みんなが一所懸命考えて，あれこれとやりとりしながらルールを見

つけてゆく様子を思うと，なんと頼りになる子どもたちかとうれしく

なります。このような機会を得られるのは，子どもたちの最も近くに

いる先生が， rリレーは人数を合わせてjと言わずに見守ってくださる

お捨です。簡単なことと思われるかもしれません。でも，モノや情報

があふれる今の世の中にあって，子どもがーから考え，それなりの、

解答、を見つけられる機会はそう多くはないのです。

こんな幼稚麗生活を過ごした息子は，子どもという時代をしっかち

歩めたように感じています。子どもたち一人ひとりが体の中の「自然j

に要求に応じて過ごし，自分らしさを育み，お互いの違いも認め合っ

て過ごしました。成長に応じた「発見Jの機会も保証され，自分って

すごい，お友だちもすごいという気持ちを持つこともできたようです。

さて 4月からは小学校。どうなりますことか。まずは靴下と上履

きに慣れることからスタートです・・・ (T.S) 

9 



駐車

ストレス解消に運一間塩泉に行っているc

その日も、一人で、体を洗っていると、隣iこ~っていた私よりも若い方

が、話しかけてきた。

「奥さん若い噴、美人だったでしょう。」え、体はデブで顔はシワにシ

ミ、どこが美人よ、と患ったが、ちょっとニコニコ、「背中流してあげ

よう」と自分のタオルに蜂蜜石けんをつけてごしごしこすってくれたc

fありがとうございます。jと言うと、タオルを謹めて背中と罵を指窪

迄して下さった。不思議など縁と患って、「お流ししましょう j という

と、「私は毎詩来ているのでいいよJと言われ、今迄の入生を話してく

れた。ご主人がおi雷が好きで女遊びをして若い噴辻苦労したけど、今

は私だけを頼ちに生きているので幸せな毎毘よ。と。

それに比べ、私は主人の病状を話し介護に大変な毎日よ、と不平不

講を額いてもらったが、人の選、谷あ号山ありだと患った。

今の世の中、親が子を子が親を殺すこともある{言じられない家族や

隣人。私の温泉での出会いは、人と人の触れ合いの大切さを感じた出

来事だった。

私達の幼い壌は、家iこ嵐呂がなく銭湯iこ親子でよく行っていたこと

を思い出す。背中流しゃ子供の撲、親達の料理や毛糸編の話など当り

前で、本当に助け合いのある壌かい世の中だった。

塩泉での議かい触れ合いの嬉ち道、「昔美人だったで、しょ」の言葉は、

入を褒める事の大切さを学んだ。今;ま髪も白く醤もなくても若い顎を

思い出せば、議もが、元気でよく鱗き、人に役立つ事をいっiまいして

来たはず。

今の弱った姿や醜い顔を見て、落ち込んだ、り悲しんだりするよち誌、

若い壌を患い出して笑顔になる事が、暁るく老いる日々になるだろう

と患う-8だった。

諜にも夫iこも、長い点を嚢め、一員一民を楽しく生活したいもので

ある。

(Sa. K) 
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嵐の強い、気櫨の変化が大きな畏々が続いています。初夏を患わせる議な陽気に汗ばんだか

と患うと、時ならぬ真冬のような春の嵐に震え上ったりしています。日本の由季の移ろいがお

かしくなっています。そんな中、 3月 14目、松山市でソメイヨシノの開花が発表され、 21i:Jに

は高知で満開になりました。松山では統計を取り始めた 1953年以韓、最も早い開花だそうです。

私が子供の壊、桜は入学式の花でした。いつの関にか卒業式の花になりつつあるようです。

大きく気候が変動していることを実感する昨今ですが、 ilJlま暦通ちに眠りから覚め、突い始

めています。人間の勝手な振る舞いを赦す忍耐強さを有難いと患う一方いつまで耐えてくれる

のかしら?と不安をも覚えます。

今年は国連の生物多様性年に当たり、10月には生物多襟性条約の第時間締約盟会議(COPlO)

が名吉屋で関纏されます。恥ずかしいことですが少し前までの私法絶滅する生物がいることに

それほどの関心を持って泣いませんでした。学習会の仲間と話し合っているうちに、より多く

の生物が脊在することで私たち人間も存続できるのだと、少しずつ思えるようになってきまし

た。そんな時、我が家に隣接する:壊を信りて野菜作りのまねごとをするようになると、土を耕

していると出てくる、あまり歓迎できない議々な虫たち。それを目ざとく見つけて飛んでくる

可愛い鳥たち。田に;;1<が入ると一斉に合唱を始める蛙たち。それを狙う蛇。そんな命の営みを

自の~たりにしているとどれ一つ欠けても私たちを取り巻く出然は成り立たないのだ、というこ

とを実感できるようになりました。

地球が誕生した太古から現在に至るまで、数知れない生物が寄在したからこそ豊か金地球に

成熟し、私たちが豊壌の恵みを享受できているのだと患います。私たちはそのことを忘れがち

です。入閣の都合の為には何をしても良い、自然を需lJ僻できると患いあがっているように患え

ます。自然界には弱肉強食という散しい誌が厳然として存在します。食物連鎖の]頁点にあると

思い込んでいる人間は持をしても許されると考えているかの様です。でもそれ辻錯覚にすぎな

いのではないでしょうか。頂点にあるからこそ私たちの存在は脆く、支えてくれる生き物達が

欠けると私たちの存在は危うくなってしまうのだと患うのです。

環境保護のシンクタンク、宮本生態系協会は個々の開発に応じて判定役となる生き物を定め

「ハピタット評錨手続き(HEP)J という手法を模い、その土地が野生生物にとってどの位壊み

心地が良いかを数鑑イとして評髄しています。農業でも農薬や化学窓料を減らした環境配麗型農

業の効果を判断するため農業環境技術研究所がも8年震から生き物を抱襟にした薪しい評縞方

法を、 '12年震完成を自指し開発しています。数鑑化することは、公平、公正に評f揺するために

必要であり亙しいことだと辻患うのですが、人間が語、定できることは自然の営みの中のごく一

部であることを忘れてはならないと患うのです。

絶滅を跨ぐため保護した結果、人の手が入ることで、生き物が霞然の中で、繋がって築いてき

たバランスが崩れ、生物の多様性が失われることを心配する講究者もいます。
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3月 13日から 25日までカタールのドーハで開かれているワシントン条約(野生動植物の国際

取引を規制)の第 15回締約国会議は 18日午後、モナコが提案した、大西洋・地中海クロマグ

ロを付属書 1(絶滅のおそれの高い種の商業取引禁止)に掲載する案を、第一委員会で否決しまし

た。 3月 7日、ハリウッドで開かれた米アカデミー賞の授賞式で、和歌山県太地町のイノレカ漁

を残酷な部分だけを隠し撮りしたともいわれる「ザ・コープj が長編ドキュメンタリー賞を受

賞したことやシーシェパードによる日本の調査捕鯨船への執劫な攻撃が続いたこともあり、ま

た、モナコ提案に続いてサメ類と宝石サンゴ、を付属書ll(現在絶滅のおそれはないが商取引を厳

重に管理)に掲載する案も提出されていることもあって、締約国会議が始まる前から、マグロが、

フカヒレが食卓から消える!ドーハの悲劇(1994年サッカーのアメリカワーノレドカップに向け

て、1993年ドーハで、行われたアジア地区最終予選で、日本がロスタイムにイラクに敗退)の再来!

などと報道の過熱ぶりが続きました。一応、第一委員会では否決されましたが、 24日から始ま

る全体会合で委員会議決は覆る可能性もあります。日本は国際取引を規制するワシントン条約

の枠組みではなく、漁護規制の国際枠組みの中の“大西洋まぐろ類保存国際委員会-ICCAT"

で資源保護の国際協調を続けるべきだと主張しています。まぐろ類の個体数は減少していない

とする人もいます。しかし、日本は世界のクロマグロの 80%近くを消費していると言われてい

ます。形振り構わず買い叩き、買い漁る様は尋常ではありません。今回は反対票を投じた日本

や中国へのクロマグロ輸出国(途上国が多しウも、将来、嘗てエピの養殖場を作るためマングロー

プ林を伐採した結果、生物の多様性が失われ自然が根こそぎ破壊されてしまった東南アジアの

人たちの様な失望と怒りを持つことになるかもしれません。

クロマグロの安定供給と保護を両立させる為には畜養が不可欠であるとして、クロマグロの

完全養殖が脚光を裕びています。マグロは非常に神経質で食べ物の好き嫌いが激しく食べ残し

が多いという番組を見たことがあります。また、 lkgのマグロを育てるのに 25kgもの小魚が

必要とも言われています。安定した産卵を促すためのホルモン剤の投与や、感染症前止のため

の抗生物質も投与されます。勿論、大量の排植物も出ます。その排f世物から抗生物質耐性ノ屯ク

テリアが発生しその海域の生態系のみならず、その海域の海産物を食べる人間にも影響を与え

ると言う専門家もいます。

どうして、そんなにマグロに固執するのでしょう?周りを海に囲まれた日本には他にまだま

だ美味しい魚が沢山あります。最近は外食、中食が増えてきて本来の家庭の味が失われつつあ

ることが原因かもしれません。

私が小学生だった昭和 30年代は栄養構給が目的だった給食ですが、最近は学校給食が食文化

の伝承までも担わなければならなくなってしまっている様です。しかし、現実は予算不足から

菓子パンと麺類、プリン、牛乳などという栄養のバランスが取れていない上に、献立としても

成立していないようなメニューも多いようです。ならば子ども手当・高校無償化・農家の戸別

補欝等の予算を合わせて、給食だけでなくその他都途徴収する説教材、修学旅行、各家庭で揃

える学用品、制服など学校にかかわる総てを無償化し、給食の食材の総てを地元産、少なくと
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も冨産にしてはどうでしょう?そして給食はそれぞれの学校で作るのです。食材の下ごしらえ

をしている所の周りはガラス張りにして子r洪たちが体み時間に自由に覗いて「持をしている

の?J rそれは何?Jなどと会話することが出来れば食に対する興味も自黙に湧いてくるでしょ

う。食べ残しについても子供たちと一緒に考えれば、 40ちもを拐っているともいわれる食料告給

率の抵い塁本であるにも拘らず、世界の食糧援助の総量の倍近くの食べ物が捨てられていると

いう異常な現象も改善するかもしれません。子供たちにかかわる物を作っている、育てている、

獲っていると思うこと、そして安定した需要があれば農家も畜産家も漁業も酪癌も工場も元気

になることが出来る様な気がします。

大人たちが自分の仕事を通じて世の中総ての子棋たちに龍心を持つようになれば子供を虐待

してしまう、認立J惑を募らせ閉塞感に押しつぶされそうな希望の持てない若い麓たちをも支え

るような繋がりのある社会が再生できるかもしれません。

玄詩草原発に次いで国内2例自となるプノレサーマル発電の試運転が愛媛県の伊方原発3号機で

始まりました。 MOX機料が装填され3月 30告がら営業運転が開始される予定です。

発電時にむO2を排出しないことから“エコ"の切り札とされている黒発ですが本当にそうな

のでしょうか?発電時以外に排出する CO2は考議されていません。総合的に考えると C02f立制

滅されていないとの設もあります。

何より、ひとたび事故が起こるとその棲状は 1986年に起きたチェノレノブイリの事故が如実に

物語っています。今も厚いコンクリートの苓轄で覆われたままです。

事故が記きなくても、いつの日か必ず老朽化ずる原発を安全に取り壊すための完全な技指は

残念ながら現在の時点では確立されていないのです。そして、解体出来たとしても、その解体

物も接鹿棄物も最終的な処分場は国内の何越にも無いのです。捨てる場所も決めないまま始め

てしまった原発事業。言葉を失いますo

1970年代に建造された，原発はそろそろ 40年を迎えます。当初、運転可能期簡を 40年と見込

んでいた各電力会社は運転期間を娃長する方向に方針を変更する額向がみられるようです。老

朽化すると経年劣化による壌々な事故が超こりやすくなること泣容易に揺橡できます。 19鈍 年

運転開始した{jt方諒発 3号機iままだ若いとは言えますが、 1号機は路77年運転開拾の立探なお

年寄りです。

そもそも伊方震発はウラン線料を復賭するように設計されています。プルサーマル発電に箆

うMOX黙料は認定されていないのです。 MOX撚料;士、原発で箆われた笹舟務みのウラン燃

料から核物質のプルトニウムを取り出し、新たなウランと握ぜ合わせて作られます。 MOX黙料

;土ウラン撚料より該分裂のコントロールが難しく、毒性も強いと言われています。費用務み接

撚料をリサイクノレすれば資擦を節約で、き窪棄物を減らせるとして始まった計画で、す。しかし菌

が青森県六ケ所村に計画中の痩F号、請み核黙料のリサイク/レ工場や、MOX撚料工場の完成は遅れ

ています。そのため、臨むX黙料は遠くフランスから運;まれてきます。輸送中に事故が起きるこ

とも考えられます。
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また、名古屋大や広島工大のグループが静岡から宮崎沖の海底に議き麗麗という議んだ崖の様

な構造が、沿岸から 2o-40kmのところに南海トラフの陸側に並行して必Okm以上続いている

ことを確認しました。捷曲患の下には活断層の存在が有るものと思われています。これまで報

告された多くの海底活断層より陸側にあり、東南海、南海地震の際この推定活断層も動くと、

局地的な梅底地滑りによる津波などをもたらす恐れがあると言います。先日観たNl誌の番組

で、海岸近くの堅牢な建造物や舗装された道路が津波の通路となり、津波はより複雑に進み破

壊力を増大させると、分析していました。津波の被害は海岸から 5kmも離れた所にまでも達す

るとさえ言われています。

今年に入ってから中南米で大きな地震が相次ぎました。 1月 12日のハイチ地震.M7.0o 2 

月 27日のチリ地震・モーメントマグニチュード Mw8.8(M8.0趨の場合使われることが多い単

位)。双方とも甚大な被害が出ました。チリ地震では日本でも大津波警報が出されました。

最近、大きな自然災害が多い様な気がします。心配です。

全ての危険を承知の上で、それでも安全だと確信して知事はプルサ}マル計画に同意された

のでしょうか?愚かな決断をした知事として後世に名前が残るような事故が起こらないととを

祈るばかりです。

.flp刻、全ての原発を石棺で覆ってしまいたいとさえ思います。全ての原発の運転を停止した

場合、いったいどの時代の生活にまで戻れば温室効果ガスを 1990年比 25%樹被できるのでし

ょう。どなたか教えて下さい。 25%削滅と言われても具体的な姿が葱橡できないのです。

あの暑い夏の盛りに政権交代し与党になった民主党。内閣支持率が当初の半分以下の 3併もに

下落しました。政権をとって半年。外交問題や景気浮揚は思い通りにはいかないこともあるか

もしれません。しかし、総選挙当時の明言 f秘書が逮捕された時はバッジを外すj という自身

の決断で即実行できる簡単な約束さえ守られていないこと、税収を上回る借金を投入した予算

の使迭の優先順位への疑問、が不信を突き付けられている原因なのだと患います。

1月 11日、「アンネの日記Jのミープさんが 100歳で亡くなりました。ミ}プさんはアンネ

の父親オットー・フランクさんの秘書で、アンネたちの隠れ家生活を支えた人です。

小学校の高学年の壊、長期入院した母を見舞った帰り、映画「アンネの日記j を観て以来数

年間「アンネの日記Jは私にとって手放せない愛読書でした。アンネになりきって母親や姉の

マーゴットに憤慨したりしたものです。それが、時を経て娘たちと一緒に再び読んだ時、アン

ネの言動を、時として、我鑑だと感じる私がいました。自分自身の感じ方が立場によって大き

く変わったことに驚きました。私が誰かに対して感じる評価は、相手が変化しなくても私自身

の変化によって変わることもあるということを教えてもくれた fアンネの日記j でした。

一喜一憂したパンクーパー冬季オリンピックが遠いことのように思える中、沢山の感動をも

らったパンクーパー冬季パラリンピックも閉会しました。息苦しいニユ}スが多い日々に、爽

やかな嵐を贈ってくれた選手の一入一入に感離!!です。 (K.u.)
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売
す

る
ど
ぷ
ろ
く
は
帯
内
3
ブ

ラ
ン
ド
で
計
約
1
4
5
G

万
円
を
亮
り
上
げ
、
金
額

ど
ぷ
ろ
く
犬
舎
で
は
出
品

し
た
一
つ
が
鍵
報
麓
を
受

難
し
た
」
と
成
識
を
強
調
。

麗
寵
エ
趨
縛
は
今
後
、
費

や
み
そ
、
地
鶏
本
ど
特
色

あ
る
灘
、
綿
密
生
か
し
た
ブ

ラ
ン
ド
艶
識
を
由
揺
す
と

し
た
。

職
職
轟
鵬
品
購
韓
親
建
制
桝
臨
品
者
檎
欝

鋪額一一一一語襲鍾i霊童欝鐸轟轟哲襲撃羅読書哲参議噂童夢重量動富審議事革審重量治禽事

くらしの学審会で培、豊富時会員者募集しています。

話動会員 2，000向/年 購読会員 1，000丹/年

振込先口窪番号(郵便局〉 くらしの学習会 01610・5'21026

間合せ先 TEL/FA玄 関少964・6956

翠-1怒ai1:kt色町鎚hi窃国fty.cu盟
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